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コンピ ュータにおける情報処理能力 の認識に関す る考察
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音、物、そ してそれらの組み合 わせのような意味の体系を構成してい るもの全 てが含 まれるとして
いる。 ソシュールが展開を試 みた ランダの記号論に関しては種々の議論がなされてい るが、少なく
とも人間の情報はあ る種のシンボル（象徴）に よって形成されていると考えられるのである。









情報化プロセスを担 う意味の世界の中 にある。つまり、我々は意味の世界に生 きていると言っても
過言ではないのである。そして各個人が形成する意味の世界はその形成過程におげ る個人的、お よ
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